
【様式１】
平成30年度　鶴見区運営方針

（区長：河村　浩一）

◆計画

区の目標（何をめざすのか）

つながり、ふれあい、みまもり、支えあう、だれもが安心して暮らせるまちの実現

経営課題の概要 主な戦略

主な具体的取組（30年度予算額）

【２－１－１　子育て支援の充実】（予算額 2,077千円）

愛LOVEこどもフェスタの開催や、子育て講演会の開催、子育てマップの作成などを実施し、子育て層の交流の促進や子育て
関連情報の発信など、安心して子育てできる環境づくりを進める。

【経営課題１　住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり】

高齢者や障がい者を地域で支える仕組みづくりなど、関係機
関、団体等と連携しながら地域福祉力の向上を図る。また、区
民の健康づくりに向けた支援に取り組む。

【１－１　地域共生社会の実現】

区社会福祉協議会や高齢者、障がい者を支援する関係機
関、地域等と連携し「支え手・受け手」という関係を超えて、全
ての住民が自分らしく活躍できる地域共生社会をめざす。

区の使命（どのような役割を担うのか）

一人ひとりの人権が尊重され、だれもが自分らしく安心して暮らすことができるやさしさとぬくもりのある地域社会の
実現にむけて、区内の実情や特性に即した施策・事業を総合的に展開する。

平成30年度　区運営の基本的な考え方（区長の方針）

・だれもが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、地域にかかわるすべての人が、共に生き、共に支え合い、共に生活
を楽しむ地域社会の実現に向けて取組みを進める。

・地域で子どもたちが健やかに育ち、安心して子育てできるまちの実現に向け、子育てとまなびを応援する。また、区民へ
「まなびの場」が提供され、その成果が地域社会の活性化に活かされる社会をめざす。

・災害に強いまちをめざし、区民一人ひとりの自助・共助の意識が高まるよう取組みを進める。また、安全なまちをめざし
防犯、交通安全の取組みを進める。

・区民が求める情報を確実にわかりやすく提供できるよう、広報紙、ホームページ、フェイスブック等さまざまな媒体を活用
し、情報発信に取り組む。

・行政財産目的外使用料及び広告料の諸収入の確保の取組みを推進する。

重点的に取り組む主な経営課題（様式２）

主な具体的取組（30年度予算額）

【１－１－１　地域福祉力の向上】（予算額　31,993千円）

住民主体の地域福祉ネットワーク活動推進事業を進め、地域住民からの相談受付や、生活課題等の解決につなげる。

経営課題の概要 主な戦略

【経営課題２　子育てとまなびを応援するまちづくり】

地域で子どもたちが健やかに育ち、安心して子育てできるよ
う、学校、地域、家庭と連携して取り組む。

【２－１　安心して子育てできる環境づくり】

地域の関係機関や関係団体と連携し、子育て層が交流・情報
交換できる場の設定や相談支援の充実、子育てに関する情
報発信の強化、地域の子育て支援機能の充実など、安心して
子育てできる環境づくりを進める。



【様式１】
経営課題の概要

広報紙の紙面上での広告が積極的に活用されるよう、効果的な勧誘・PRに努め
る。
平成30年度の行政財産目的外使用料及び広告料の確保に努め、平成31年度の目
標額を前倒しで実現する。

歳入の確保（諸収入確保の推進）

【経営課題４　区民への必要な情報の発信】

区民の区政への理解や関心が高まるよう、区民への必要な情
報を発信する。

主な具体的取組（30年度予算額）

【３－１－１　総合的な防災力の強化】（予算額 4,081千円）

地域の自主防災力強化のため、区民、地域と区役所、関係機関、学校等が連携し、避難所開設運営訓練や安全・安心フェス
タ、つるみんピック等を行い区全体の防災力の強化に努める。

【４－１－１　広報紙の充実】（予算額　17,111千円）

区の広報媒体のうち最も認知度が高い広報紙について、より多くの区民に紙面について興味を持って読んでもらえるよう、全
戸配布に加え配架（設置）場所の増設を行い、広報紙を手にとってもえる機会を増やす。

主な戦略

主な戦略

【経営課題３　安全なまちづくり】

安全なまちづくりをめざし、自助・共助の意識を高め、区全体
の防災対策を進める。また、より一層の防犯意識の向上や犯
罪を起こしにくい環境づくりを進める。

【３－１　災害に強いまちづくり】

地域で開催される各種訓練等を充実するとともに、住民の防
災意識の向上を図る。また、区災害対策本部の機能強化を図
る。

・「地域共生社会の実現」や「安心して子育てできる環境づくり」「災害に強いまちづくり」等に取り組んだ結果、アウトカム〈めざ
すべき状態〉を達成しており、鶴見区将来ヴィジョンでめざしている「こどもから高齢者まで、鶴見区で暮らすすべての人が、地
域や身近な人々と安心して暮らすことができるまち」の実現に寄与したと認識している。
・平成３０年度は、地震や、予想を超える台風により、鶴見区にも被害がおよび、災害に対する市民の不安は増していることか
ら、引き続き、区民の方々に自助・共助へのご理解ご協力を求めるとともに、今後想定される自然災害に対し、区独自で資機
材・物資の補強をはじめとしながら防災体制の強化に取り組んでいく。

・健康づくりについて、生活習慣病の原因である肥満者やメタボについては、運動を始めたからと言って、すぐに効果が表れる
ものではないため、始めた取組みをいかに継続していただけるかが課題である。自主的に「食生活の改善」や「運動」に取り組
み、習慣づけていただけるよう、今後とも様々な情報発信に取り組んでいく。
・災害に強いまちづくりでは、例年全地域で行っている住民参加型の地域防災訓練に加えて、平成30年度は避難所開設運営
訓練の実施に向け取組みを進めたが、実施に至らなかった地域があった。また、区民アンケートでは、地域がおこなう訓練に
参加し役立ったとした区民の割合が目標に届かなかったこと、60代以下の年代では「どちらかといえば役立っている」との回答
が多かったため、今後は、地域の特性を取り入れた訓練や、各事業に様々な年代の方が参加いただけるように工夫すること
で、地域の防災力の向上に取り組んでいく。

【４－１　さまざまな媒体を活用した情報発信】

区民が求める情報を確実にわかりやすく提供できるよう、さま
ざなま媒体を活用し情報発信を行う。

主な具体的取組（30年度予算額）

１年間の取組成果と今後取り組みたいこと

「市政改革プラン2.0」に基づく取組等（様式３）

解決すべき課題と今後の改善方向

◆自己評価

主な取組項目 取組内容


